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2022年 9月 1日 

各 位 

会 社 名 ジ ェ イ フ ロ ン テ ィ ア 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長執行役員 中村 篤弘 

 （コード番号：2934 東証グロース） 

問合せ先 取締役執行役員グループ経営管理 

本部長 小田部 真司  

 （TEL.03-6427-4662） 

 

JALとの業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、2022年 8月 29日に日本航空株式会社（以下「JAL」）との間で、オンライン診療・

服薬指導アプリ「SOKUYAKU」の普及、両社の会員利用者のサービス向上のため、業務提携契

約を締結いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１．業務提携の目的 

近年、急速に進む医療のデジタル化や新しい生活様式における非接触志向や地域医療の

人財不足への対応に加え、2020 年 4 月の規制緩和より初診でもオンライン診療・服薬指導

が可能となったことを受け、オンライン診療のニーズが高まっています。 

このような環境の中、当社は、自宅にいながらオンライン診療、服薬指導を一気通貫で受

けられ、最短で当日中にお薬を受け取ることができる、登録料、年会費無料のスマートフォ

ンアプリ「SOKUYAKU」を提供しています。 

一方、JALは、JALマイレージバンク会員（以下「JMB会員」）約 3,000万人の顧客基盤を

活用した非航空事業領域の拡大に向け、「マイルとともに、毎日の暮らしと人生をもっと豊

かに」をテーマに日常生活やライフステージにおける多様なサービスを提供する「JALマイ

ルライフ構想」を推進しており、その一環として医療分野でのマイル活用シーンの拡大に取

り組んでいます。 

両社は、このたびの業務提携により「SOKUYAKU」を通して、どこに住んでいても手軽に受

けられるオンライン診療の普及を推進し、これからの時代にあった医療、健康のサポートの

実現に取り組みます。 

 

２．業務提携の内容 

 当社と JAL は、急速に進む医療のデジタル化や新しい生活様式における非接触志向や地

域医療の人財不足への対応といった環境を踏まえ、オンライン診療の普及を推進し、これか



- 2 - 

 

らの時代にあった医療、健康のサポート体制の構築・提供を通じて、両社の会員に対するサ

ービス及び利便性の向上を目指し、業務提携契約を締結しました。  

業務提携における取り組みの第１弾として、JMB会員が「SOKUYAKU」に新規会員登録（無

料）、またはオンライン診療、オンライン服薬指導のサービスを利用すると、JAL のマイル

がたまります。 

今後につきましては、「JAL Wellness & Travel」会員サービスの充実を目的に、「JAL 

Wellness & Travel」と「SOKUYAKU」のアプリ連携や、両会員の健康増進に貢献する取り組

みも行ってまいります。 

 

・付与条件とマイル数について ：条件および付与するマイル数は下記の通りです。 

付与条件 付与マイル数 

「SOKUYAKU」新規会員登録（無料）時 70マイル 

「SOKUYAKU」初回サービス利用時 80マイル 

「SOKUYAKU」2回目以降のサービス利用時 10マイル/利用毎 

※2022 年 9 月 1 日以降に上記付与条件を達成した場合に付与されます 

※サービス利用とは、オンライン診療、オンライン服薬指導のどちらかを指します（両方を同時に利用し

た場合、それぞれマイルが付与されます） 

 

３．業務提携の相手先の概要※ 

（１）名     称 日本航空株式会社 

（２）所  在  地 東京都品川区二丁目４番 11号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 赤坂 祐二 

（４）事 業 内 容 定期航空運送事業及び不定期航空運送事業 

（５）資  本  金  539,541百万円 

（６）設 立 年 月 日 1951年８月１日 

（７）大株主及び持株比率 日本マスター信託口 14.8％、日本カストディ信託口 3.0％ 

（８）上場会社と当該

会社との間の関

係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

※本件は任意開示であり、開示内容を一部省略しております。 

 

４．日程 

 業務提携契約締結日  2022年 8月 29日 
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５．今後の見通し 

 本件に伴う業績への影響は軽微なものと見込んでおりますが、中長期的には当社グルー

プの企業価値向上に資するものと考えております。今後、適時開示の必要性が生じた場合に

は速やかに開示いたします｡ 

以上 


